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7ルタン･オリ7ンノ＼イ )

ァルタイ･オリアンハイの宴の歌

FeastSongsofAltai-Urianhai:

LocalIdentityandNationalIdentity

上村 明(東京外国語大学大学院)

KAMIMURAAkira

(GraduateSchool･TokyoUniversityofForeignStudies)

0.はじめに
モンゴル人にとって､歌(那 )はわれわれが考える以上に重要な意味を持っているらしい｡そ1)
れは彼らの社交の手段であり教養でもあるoモンゴル人にとって､歌がどのような意卵 持ち､

どのような社会的機能をもって来たか､モンゴル国の西部モンゴル･アルタイ地方に住むオリア

ンハイ(ypHamab)の人々の歌について､釣 観察と彼らの会話の中にあらわれた胤 に関する●

言及の記録によって明らかにしたいo

現在人口統計などでモンゴル国のモンゴル系住民は､=- aH"と呼ばれるエスニック･グルー

プに分類されている｡オリアンハイもそのひとつである｡モンゴル国最大の仙兄CTaXMであるハル

ハが人口の78.8%を占めるに対し､オリアンハイは1%を占めるに過ぎないマイノリティーで
2)
ある｡

この.･兄CTaX"という分類は､事実上清代における行政区分での帰属を基準にしている｡

乾隆20年(1755年)乾隆帝はすべてのオリアンハイを服属させたとして､これをタンヌ､アル

タイ､アルタンノールの3部にわけ､アルタイ･オリアンハイを7旗に編成した｡アルタイ地方の

ォリアンハイを意味する｢アルタイ･オリアンハイ(Altai-yinUriyangqai)帆 明確な輪郭を持った

集団を指すものとして用いられ始めるのはこの時からである｡

光渚33年(1907年)清朝は外モンゴルおよびホブドにおいて増大しつつあったロシアの影響'

からアルタイ地方の権益を守るため､ホブド･アルタイ分治を行うoこれによりアルタイ･オリア

ンハイ七旗は､ホブド参賛大臣直轄からアルタイ封 ヒ寺におかれた弁事大臣の管轄下に移った｡

1911年のポクド･ハーンの独立宣言の後､旗長く徳管)たちはポグド･ハーンに忠誠を誓い公

(lung)の地位とその世襲の権利を保証される｡これによりアルタイ･オリアンハイ七旗町 ウル

ベ ト右翼ウネン･ゾリグトハン部に編入される｡

しかしこの帰属は一貫したものではなかった｡アルタイ･刑 アンハイ右翼旗に属していた

人々は､現在の中国新窪省青河市の周辺を中心として遊牧していたのを1913年ポクトハ一㌢

の畢隊によってホブド側に連れて来′られたという経緯があったし､旗長たちの多くも中国側か

らの強力な働きかけやその後の娼 革命-の反発によって国境を越え中国領に逃亡してしまう｡
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中国新藷での相次ぐ争乱もホブド遺産のオリアンハイの帰属を不安定なものにしていた｡

こうしたことから､モンゴル人民政府は1938年までアルタイ･オリアンハイに対して徴兵を

実施しなかったoこれは彼らに対するハルハの不信の表れであった｡

1938年､小ホラル議月でホブF･アイマクの検事であったo払tHtlymyyの指導のもとにホブ3)

ドにおける行政組織の刷新が行われる050年代からは牧畜のネグデル化が開始される｡こうし

て政治的にも経済的にもアルタイ･オリアンハイは社会主義近代国家であるモンゴル人民共和

国に強力に統合されていくことになる｡

ほかの国々の近代化の例にもれず､モンゴル人民共和国でも国家の近代化とは｢民族国家｣へ
の新しい帰属意識を形成していくことでもあったoこのことは実質的に､オリアンハイが言語･

習慣にか て､懐 準｣とされるハルハに文化的に統合されて再 ことを意味する｡この過雀にお

いておおさな役割を果たしたのは､もちろん通膚交通､マスメディア､学校制度､徴兵制などであ4)
る｡このような制度や媒体は70年代には整備され普及していた｡

｢国家の近代化｣は人々の生活や意識を国家規模で同質化する大きな圧力として現われる｡モ

ンゴル国のマイノリティーがそれをどのように受け入れてきたか､アルタイ･オリアンハイの

｢歌｣の意味を考えることによって､このような変容の過程をも明らかにしたい｡

1.宴- 潜と歌-

オリアンハイで歌が歌われる｢場｣としてまず連想されるのは､結婚式や子僕の断髪式での宴

である｡もちろんそれ以外の｢場｣でも歌は口ずさまれたり歌われる｡たとえば訪問客に酒がふる

まわれる時や車や馬で複数の人間が移動する時にも歌は観察されるoLかし､これらの｢場｣は上

記の宴にくらべて何かしら｢場｣の要素に欠けた不完全な｢場｣であって､いわば正式射 場｣とみ

なされるのは上にあげた宴といえる｡これらの宴では､長期間準備がなされ､多数の人間がわ

まり時には数日にもわたって歌が歌われる｡宴で歌ってはならない歌もあるが､宴が歌の最も重

要な場であるということを否定するものではない｡

宴の事例としてホブド･アイマクのト ト ソムで1993年8月22日に行われたある結婚式の
例をあげよう｡

朝7時､ソムの中心から花嫁らを乗せて来たトラックは新しいゲルの戸口に横づけされた｡ト

ラックのドアから戸口までの地面に白いフェルトが敷かれる｡トラックに乗って来た人たちは

この上を通りゲルに入る前に差し出された乳を飲む｡

ゲルのホイモル(奥の上座)にはソファ代わりのベッドが置いてあり､年取った親戚縁者や花

婿の両親が座っているoその両脇のアブタル(箪笥)には写真の入った額が立て掛けられている｡

ゲルの入口を見てストーブの右側に男たちが､左側に女たちが座っている｡ゲルに入って来た

男たちはまずホイモルに進み出て老人たちに挨拶をし喚ぎ煙草入れを交換する｡

･花嫁はそれからス トーブでお茶を煮る｡これは花嫁の新居での最初の仕事である｡

花嫁はこのお茶をホイモルに座った老人たちを初めとして客のひとりひとりにふるまう｡お

アルクン･オリアンノ､イ ブ

茶のつぎにはあらかじめ用意されていた肉うどんの入っf=/l･ケツがスト-1にかけられふるま

ゎれた｡うどんの次は花婿がアルヒ(ヤクの乳から作った蒸留酒､時によってはモンゴル･ウオツ

ヵの場合もある)を茶碗に注ぎながらひとりひとりに飲ませて回るo同じように乳がふるまわれ

るが､茶碗の下には10トウダルク札が重ねられている｡そして食事のおわったものにまたお茶が

配られる｡うどんと茶は客ひとりひとりに茶碗が行き渡るように配慮されるが､アルヒと乳はひ

とつの茶碗でひとりずつ給仕されるo

みんなの食事が終わりアルヒもなんべんか帥 ると､Hdph" 脚 と呼ばれる宴会の取り

仕切り役がおもむろに歌を歌い出す｡出だしの一節をひとりで歌うとそれについ七みんながいっ

せいに歌い出す｡一曲が終わるとまた誰かひとりが出だしの一節を歌い､みんながそれに唱和す

る｡

初めのうちは一曲が終わると次の歌を誰かが歌い出すまでに間が開くが､酒がさらに何度かまわると間があくこともなくなるoこうしてしばらく歌が続くと､新郎新婦がホイモルの比 の人たちや新郎の両親家族に布地
などの贈り物を手渡しはじめる｡この時両親たちに歌が掛 すられる｡これを"姐6apHXMと呼ぶo

花婿の親の家にいた人々もみんな入って来て一同そろうと､目上の縁者が新しいゲルの

･･g雌 ･･(ハルハのTOOHO)から伸びたひもにハダク(絹の布)を結びつける｡こうしてこのゲルと
そこで生活しようとしている2人がひとつの社会的単位となったことが認められるo
ゲルの…g訂- ･･から掛 fTLたロ｣プにハダクが結びつけられると､今度は両親､目上の近親者

畑 地､酒などの贈り物を新郎新婦に手渡し､両方の頬にキス(YHOX)して祝射 る｡他のものも

順番に祝いの言葉を言い､贈り物を新郎新婦に手渡したり席から立ち上がってオこく屋僻 )に

お札をはさみ込むo祝いの言葉は､ごく簡単に"Cah 血 6onwpoW･(よき家になれ)というものもいるし､贈り物
を手に持ち一同に向かって長々とユルール(祝詞)を述べてから新郎新婦に向き直り手渡すもの

もいる｡その合間にも何度も茶碗がまわってきて歌が唱和される｡

これで儀式の主要部分はおおかた終わり､花嫁側の人間はトラックに乗って帰って行ったo

上の事例に見られるように､宴は鮮 血 ら分離した存在ではない｡宴の中で軌 は進行する｡

そして歌は宴の欠かせぬ要素として宴と儀礼の進行に係わるo貫の始別 を告げるのも歌であ

るし､両親をはじめとする年長者に対して贈り物とともに捧げられるのも歌であるo

今日は伝統として意が れるだけになったが､1970年代前半までは､宴の始めの歌､仙aA6ap拡"
5) 6)

の際に歌われる歌､宴の終わりに歌われる歌がそれぞれ決まっていた｡現在でも前者2つは特

に意識して選曲されている｡

宴の歌の歌い方について特に注意を引くのは､｢出だしの一節をひとりで歌うとそれについて
みんながいっせいに歌い出す｡一曲が終わるとまた誰かひとりが出だしの一節を歌い､みんなが

それに唱和する｣という斉唱のスタイルである｡

このスタイ･ルはまた一つの茶碗でみんなが酒を飲むというスタイルと対になっている｡酒は

歌が歌われる場の重要な要素なので､まず酒がどのような役割を宴においてはたしているか考
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えてみよう｡

1.1 宴と漕

"肋 XyyprYB60JTHaBpHaAp6斑Ⅲ33

AyrapaaceHTY点60JIHaprHaEHaPrHaJI6Hu33"

｢歌や音楽がなければ､宴は宴ではない｡

順に飲む漕がなければ､楽しみは楽しみではない｡｣ 7)
と言われるように､酒は歌と並ぶ宴に欠かせない構成要素の一つである｡正式な宴でなくても

歌が歌われる時､酒が飲まれていることがほとんどである｡

酔っぱらいが､他人を傷つけたりからんだりすることは､"arcam aB拡 !,といって非難されるが､

酪町による単なる感情の吐露が非難の対象とされたり人格的な欠点とみなされることはない｡

しらふの状若で露わにできない感情を開放できる蘇町はいわば抑圧された感情のアジ-ルであ

る｡酪町による感情の開放を単に生理的･なものとして捉えるだけではいけない｡

私は酒に酔った人間が､…S- PXEyytm aa Bo皿Oyy?SonH06E3脚 .(オレ酒欽んじゃった｡

いいだろう｡いいよなあ｡)"と決まり文句のように言うのを何度も聞いた｡これは酔っぱらいの

言う決まり文句であるoこの言葉は､飲酒の許可をたずねているのではもちろんない｡感情の開

放という日常的倫理への侵犯と醐 丁での許容という二重拘束をよく表現した言葉なのである｡

酔った時くらい感情のままに振る舞って大声を出したりするのを許し<くれよ､見逃してくれ
よというわけだ｡

しかし宴においては､酒も不可欠な要素として組み込まれているので､参加者が勝手に酒を飲

み酷町することはできない〇一度酒がまわって来たらまた一巡して自分のところに給仕がまわっ

て来るのを待たなければならない｡酒の飲み方にも枠がはめられていて､宴の席が無礼執 こなっ

てしまうということはない｡

もちろん酒によって感情が高ぶりけんかが起きるのはいつものことである｡が､宴の席でその

ような気配が見えると"HaApLIHa3marq"が立ち上がり酒は適度に飲むようにと釘をさしたり､タ

ガの外れてしまった酔っぱらいは帰らせてしまう｡

宴はこのように､酷町による感情の高揚と･給仕の方法や"Ha点pb川a,um "によるその統制と

いう､開放と抑制との微妙なバランスの上に成り立っていると言える｡

上にあげた事例の後で起こった次のようなエピソードは､このバランスが失われた場合宴が

成り立たなくなることをよく示している｡

婁･もたけなわ､私の2人右となりに座っていたバ トソーリが突然泣き出した｡｢みんな楽しそ

うにやっているが､オレの気持ちは誰もわかっちゃくれない｡みんなはここに住んで楽しくやっ

ているが､オレだけひとり遠くにいる｡オレは毎朝､山の上に登り､両親のいる方をどうしている

かと双眼鏡で見るんだ｡この気持ちは誰もわかってくれない｣と叫んでオイオイ泣き出した｡

驚いたのは､そこにいたみんなの反応だった｡大の男が声をあげて泣き出したのだから笑い出

7ルタン･オリ7ンノ､イ 5

すのだろうと思っていると､みんな馴こ涙を浮かべ､いっしょに泣きはじめるものもいるo

ッォクトー(HaAphIHajmar1)がめでたい席で泣くのはよくないとたしなめるが､泣いたまま｡

弟のバンダーがバ トソーリを掛 ､て顔にキスしなだめるo

しばらくそんな状態があって､誰かが気を取り直したように歌の出だしを歌い出して､宴がま

た続けられた｡

家に帰って来て女主人のムン7-にこの話をすると彼女も笑わず､｢お前も泣けばよかった
じゃないか｡とにかく早く帰ってきてよかった｡長くいたら何が起こっていたか分からなかっ

た｡｣と言う｡

次の日､あの後やはりけんかが起こったと聞くo

(人名はすべて仮名)

このエピソードは､ひとりの参加者の感情の高揚がカタストロフ的な地点を越えて崩壊して

しまった例であるo当時彼は結婚式が行われた場所から10キロほどのところに妻の両親たちと

ホトアイルを組んでいた○あとでこの時のことをたずねると｢オレは泣き上戸なんだ｣とケロリ

としていた｡これは｢大の男｣にも感情の開放が許容され､それが珍しくないことも示しているo

またこの感情の崩壊が宴の場全体に波及したことは､出席者の間に共通の感情が発生していた

ということも示している｡この時父母の歌が歌われ､その歌の喚起する感情が宴の場の全郎 共

有されていたのである｡

以上の例から､酒によって感情を抑制しながら開放し､それを歌によって共通の形に成型する

宴のしくみが見えて来るoこれは､その｢場｣にいるものが共通したカタルシスを味わう仕掛けで

ぁる｡私は｢酒を飲む時には､言葉はいらない｡ただよい歌を歌えばよい｣という言葉も聞いた｡酒

の場にロゴスはともすれば争いを導くo歌を歌えばパトスを共有できるのだ0

70年代までの宴では上のエピソードのように感情が過度に高揚しないように､歌の合間に8)

様々なゲームが行われていたという｡

感情の共有というと､一つの歌を全員で歌い､一つの茶碗から酒を飲むという表層的な仕掛け

がまず日に映るが､その背後にある感情のコントロールのいっそう複雑な社会･文化的なメカニ

ズムに注目しなければならないo

っぎにアルタイ･オリアンハイの宴で歌われる歌の歌詞を見ることでどのような感情がうま

れうるか考えて見よう｡

1.2 宴の歌 ､

現在アルタイ･オリアンハイの宴で歌われる歌は､ラジオなどでよく聞かれる仙30ⅩⅡOJLhlH耶 "

と呼ばれる60年代以降に創作された歌がほとんどである｡しかも､父母､特に母の歌の割合が非

常に高い｡宴の歌い出しの歌､"aR6apHX"の歌は､そのほとんどが母の歌といってよいo

cam 脚 PBによれば､伝統的な結婚式では儀礼の中心部分が終わるまでは､"aB3aM耶 "と

呼ばれる特別なオルテイン･ド-だけが歌われ､ボギノ･ドーは歌ってほならなかっf=9,)iた

･曲 aM耶 "の内容は｢夏の豊かな季節｣｢その土地の自然､山や川の美しさ｣｢父母の恩｣｢馬の素晴
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10)
らしさ｣を歌ったものであったという｡アルタイ･オリアンハイのオルテイン･ド一についても､
このことは当てはまる｡

母の歌はこのような伝統的な歌のテーマを部分的に引き継いでいると言える｡

1.2.1 70年代以前の宴の歌

70年代以前には､しかし今日伝統的と認識されているアルタイ･オリアンハイのオルテイン･

ド-が宴の歌の大半を占め､宴も終わりに近づいてから創作曲が歌われていた程度だったと言

うO特に重要な位置を占める宴の歌い出しの歌や"aE6ap拡"の歌には､限られた歌だけが選択さ
れていた｡

例えば､"aR6apHⅩ''にふさわしい歌として､"Ba3mqaraamyTar(豊かなる白きふるさと),･があll)
る｡

その歌詞は､

豊かなる白きふるさとよ

誇るべき素晴らしき夏営地に

年長のかたがたよ

ごゆるりとたのしみなされ

野にまいた穀物の上物

あなたがたに捧げた御酒の上物を

年長のかたがたよ

ごゆるりとたのしみなされ

･････-････(raH6oq 1991a)

と始まり類似の内容の節が表現を変えて続く｡

この歌は､結婚式で新郎と新郎側の何人かが新婦を迎えに行ったとき新婦の家で行われる宴

の最初に歌われる歌でもある｡ ●

宴の歌い初めにはこの歌のほか･･r押BanXm 取 An TaR(三角の大いなるアルタイ)"が歌われ
12)

たo…Tn3MX6y皿 (至福)"は､アルタイ･オリアンハイの宴の歌の筆頭であり､宴の終わりに歌
われる〆の歌であった｡

この歌は､

至福によりめぐり会ったごとく

まことに有徳の年長者たちよ

あなたがたの名声を

範としてよろこび歌いたり､われら

青々とした夏のはじめの月に

かっこうのさえずるごとく

貴さ年長者あなたがたの名声に

高らかによろこび歌いたり､われら

水多き泉の中より

マルゴー(蓮?)の花が咲き出るごとく

真に年長者あなたがたの名声を

たたえよろこび歌いたり､われら

竹生う湖の中しまに

妙なる雁のつどいたるごとく

福ある年長者あなたがたの名声に

っどいよろこび歌いたり､われら

乳海のただなかに

須弥山のそびえたるごとき

おそれおおき年長者あなたがたの名声に

拝しよろこび歌いたり､われら

アルクン･オリアンノ＼イ 7

アラヤダリの祝福をうけし

すべての衆生が

平和に楽しむように

あー､かくなれかしくraH60叩 1993)

という歌詞をもつ｡

この歌と"Ba3mqaraaHHym "は､｢あなたがたの名声を/範としてよろこび歌いたり､われら｣

｢年長のかたがたよ/ごゆるりとたのしみなされ｣と年長者に掛 ヂられている｡

宴の始めに歌われるもうひとつの歌､"rypBaJr- H旺ⅩAn TaB"は､

三方に恵みの

三角の大いなるアルタイ

三人いっしょにいれば

よろこび大きアルタイ

四方に恵みの

四角の大いなるアルタイ

四人いっしょにいれば

よろこび大きアルタイ

.･･････････(raH6oJIA1991a)

と五方､六方とつづいて十までアルタイがたたえられるo同時に｢いっしょにいれば/よろこび
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大き｣と､宴にひとびとが集ったことを寿ぐ内容である｡

これら3つの歌は､その歌の歌われる場自体に言及していることで共通している｡宴が｢よろ

こび歌い｣､｢ゆるりとたのしむ｣ものであり､｢よろこび大きい｣ものであることが歌われている｡
それと同時に､この宴の場を｢ふるさとの誇るべき素晴らしき夏営地｣や｢アルタイ｣のふもと､ま

たr乳海のただなかに須弥山のそびえる｣世界という大きなスケールの空間に重ねていく.いわ

ば宴というミクロな宇宙の｢よろこびJをマクロな宇宙の｢よろこ判に同心円的に拡大して行こ
うとする類感的な意図が込められている｡

1.2.2 創作歌謡- 母の歌

いっぽう現在宴で歌われている歌のテーマで最も多いのは､上で述べたとおり母の歌である｡

私が宴の歌い出しや…ajl6ap∬Ⅹ…の歌として､もっともよく聞いたのは"M血戚 33Ⅹ (私の母)･･で

ある.この歌はA･只aHp-RhaMの作詞､3.tlo軸orの作曲で創作年代ははっきりしないが70年

代以降の作とされている｡この歌は､ホブド出身の歌手q3P叩 OJFOPが歌って広まった全国的

に有名な歌である｡また内モンゴルの歌手テンゲルも歌っている-33Ⅹ岨払"(作詞 tI.刀arBa一

AOPX､作曲 C.□3P3∬tⅨM3A)も人気がありひとつの宴で2回3回と歌われる｡

HM血Ⅲ丘33Ⅹ"の歌詞はつぎのようである｡

乳の匂いのしみ込んだ

私が髪を切らない幼いころ

懐かしい子守り歌のメロディーを

やさしく歌ってくれた

私の母は素晴らしい母

絹のように柔らかな母

間違ったことには厳しい母

老いてもなお元気な母

息子を一人前にと

私を育てるため

季節の節目ごとに

乳を撒いて祈った母

繰り返し

どんな息子を産んだのか

お母さん､見てください

どんな人間になったのか

母国よ､見てください･

繰り返し

ここには､自分を育ててくれた母の恩が歌われている｡やさしいが間違ったことには厳しいと

7ルタン･オリアンノ､イ タ

いう母のイメージは､-33X M- ･にも現われるように､典型的な母の理想像である｡

重要なのは､最後の節の2､4朋 で､｢母｣と｢母国｣がパラレルに置かれていることである｡上

のような母のイメージが母国にも重ねられているo

この歌に比べて歌われる頻度は低いが､"M班皿- rRh6apaa"(作詞 Ⅲ･Cyp3且XaB･作M ･
saTTOMeP)でも､節を越えてやはり｢母｣と｢故軌がパラレルに置かれている｡

遠くより輝いて

純白のゲルが見える

一度の人生に定められた

わが故郷のすがた

羊のむれに並んで

新しい白いゲルが見える

乳を撒いて私を送り出した

わが母のすみか

高さ天と肩をならべて

雲たなびく青き山が見える

絶えず夢に見た

わが故郷のすがた

第1節と第3節の最後の行の｢わが柳 のすがた｣と第2節の最後の行の｢わが母のすみか｣が

対置されている｡

｢母｣と自然の情景とくに故郷の情景を重ね合わせる歌詞は満 銃的な歌と現代の創作歌謡と

の両方に多い｡"33Ⅹ- 也"もこのようなレトリックを持つ歌である｡

この歌の歌詞は､

喬かかる灰色のこの世に ･ ･

子守り歌を歌って育ててくれたわが母よ

間違ったこと､正しいことを

さと.して育ててくれたわが母よ

遠く思えば

そとに霞んで見える

雁の群れが鳴けば

ぁなたの姿に呼びかけたくなる､呼びかけたくなる

●●●●●

と､2つの節が一組となって､やはり類似のテーマが繰り返される｡
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アルタイ･オリアンハイのオルテイン･ド-の中にも､この渡り鳥の鳴き声を聞き母を思うと

いう同じモチーフを持つ歌が見られる｡

"eMHerOJLL川3Ⅹ3㌦(南の川の源)では

南の川の源で

やつがしらが鳴く

その声の美しきに

おかあさん､あなたを思う

思われて思われてならない

この世の理

--･(raH6αⅥ1991a)

と歌われる｡

このように､…M班川虫33Ⅹ…に見られる母:母国というパラレルは､モンゴル歌謡に広く用いら

れている母:故郷というパラレルを土台にしていると考えることが出来る｡

この歌は非常に象徴的な歌である｡

1.2.3 文化政策と創作歌謡

いうまでもなく｢母国｣というのは近代的な概念である｡1921年の人民革命までの歌謡では､

ハンガイやアルタイといったローカルな地名は歌われても､｢母国｣という言葉はおろか｢モンゴ
ル｣という言葉さえ歌の歌詞にのることはなかった｡

｢母国｣という言葉が歌詞や題名に登場するのは､JIyBCaHXyyPqがq･q叩 HXaB.の"3XopoH

Ayy…(母国の歌)という辞に曲をつけているのが出版されているかぎりでは最初である｡この歌
13)

の成立年代もはっきりしないが､JIyBCaHXyyPlの没年1943年に出版されている｡

｢母国｣(3XOPOH)という言葉は､日本語の｢母国｣とおなじように"3Ⅹ･･(母)という語と"opoH"(国)

という語かちなる○中国語や日本語の｢母国｣､またロシア語の･如 a"にあたる翻訳語として作

られたらしい○ 革命後の20年間は､歌の歌詞の中で｢母国｣という言葉は､まだ｢母のイメージ｣

と結びついていなかった｡作られて間もない生硬なことばとして使われていた｡

この当時作曲された r̀aHSa仙(祭道)''(詞1･JIxaMCYP3H､曲JI･MepAOPX)では､｢これこそ友好

の贈り物/わが母国の発展の道｣というように､また"3XopoH･･(詞 札 CopoMA98X､曲 n･
JIyBCa,uaPaB)では､｢素晴らしき母乳 明るい母国/誇ろうお前を､たたえようお前を｣というよ

うに､透明でニュアンスの付随していない語として用いられている｡また､｢母国｣を｢お前を｣と
いうように呼び掛けていることは注目に値する｡

一方｢モンゴル｣という言葉は､創作歌謡において60年代初めに最初に父母と結びつけられて

現われている｡
16)

…XaJ･yyH3nr3Hか arMm (熱さ身内のわが故郷)''(詞Ⅹ.Baq'aa,曲q.HaMCpaAxaB)の歌の
第一節は､

アルクン･オリアンノ＼イ JJ

身体の内(第2節以下は｢肝臓｣｢心臓｣で置き換えられる)より掛 れ た●

愛するモンゴルのわが故郷

父母と運命で結ばれた

わが至宝の金のゆりかご

と歌われる｡

これは､歌のジャンルで自己と国家との関係を血のつながりによって表象した初めてのもの

であろう｡

この｢モンゴル｣とはもちろんモンゴル民族を指すものではないo民族と国家という概念が結

びついてはいるがねじれを持って結びついている近代国家としての｢モンゴル｣を指し､それゆ

えに｢母国｣と同義語である0

1941年11月のモンゴル人民革命党中央委員会稔会では愛国者を育てる歌づく･りが指示され､

ソ連留学を終えたJI.Mepppx,B.井岬 CYP3H,C･ryHt-Cy-aa･Tt･JIyBCa皿 aPaB･Ⅹ･月軸 10PX
などの作曲家たちがソ連との友好や愛国精神を高揚する歌を精力的に作りはじめる｡

･･xanyyH3∬3HHyTar M血 や M血戚 33Ⅹ"も､こうした文化政策の中で創作されたことを指18) 19)

摘しなければならない01943年には作家同盟､1957年には作曲家連盟が結成され､公共の場で

歌われるすべての歌は､歌詞を作家同盟が､曲を作曲家同盟が検閲するようになっていた｡

むしろそれまで｢母国｣という語の中に含まれる｢母｣と｢国｣との当然の連想がどうして創作歌

謡の中で用いられなかったのが不思議なくらいである060年代から70年代までは､近代国家と

しての｢モンゴル｣そして｢母国｣の概念が一般化しておらず､そのような連想を受け入れる素地

がまだ出来上がっていなかったと考えるべきだろう｡

同時にこの年代は創作歌謡を強力に媒介するあらゆる制度の整備が完成された時期でもあっ

た｡学校､徴兵制度やラジオ､新聞などのマスメディア等であるoこれはホブド辺境においても例

外なく整備されたoそれとともに､英雄叙事詩やツオールな托 統芸能の諸ジャンルが社会的文

脈から切り離され舞台芸能としてのみその存在価値を認められることで命脈を絶たれていく時

期でもあった｡アルタイ･オリアンハイのオルテイン･ド-も同様の運命をたどる｡

2.創作歌謡の受容

ただしアルタイ･オリアンハイの民謡(app 耶 )が､単に上から強制によって新しい創作歌

謡に置き換えられていったと考えてはならない｡ 2｡)

社会的な諸変化は人々の交流範囲を広げ､中央の学校に進んだりアイマクの中心やウランバー

トルに住むアルタイ･オリアンハイも多くなったo異なる鬼灯aXとの交流の機会も増え婚姻もめ

ずらしことではなくなる0 21)

そういった中で全国共通の歌が必要とされる一方､ラジオの普及によって創作歌謡がローカ

ルな民謡よりもっと身近に感じられはじめる｡ラジオ番租にしめる歌謡軸 の比重は高く､しか

も早い時期からリクエストの制度が導入されていたので､人気のある歌は何度もラジオの電波

に乗りますます耳慣れたものになる0時に牧畜に人手がそれほどかからなくなる冬の間は､ソム

の住民の半数以上が発電所のあるアイマクやソムの中心で過ごすようになり､テレビ､ラジオな
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どのメディアに触れる機会も多くなっていた｡

さらに､アルタイ･オリアンハイのみで歌われてきたオルテイン･ド-が新しい創作歌謡に取っ

て代わられる過程には､宴の歌の性格も大きく関わっていること.もあげなければならない｡

宴の出席者が全点でひとつの歌を歌い感情の共有をはや､るという歌い方は､必然町 こみんな

の知っている最大公約数的な歌が選択される傾向をうむ｡また母の歌が好んで歌われる理由も

誰でも共通に感情移入が出来るからである｡

こうして､ある程度まで創作歌謡への移行が進むと､その後は急速にオルテイン･ド-の歌わ

れる機会は少なくなってしまったらしい｡また結婚式や子供の断髪式での宴が､それぞれの家の

代表者の参加する宴から､当事者と同年代の若者たちが中心の宴へと変化したことも急速な移

行の理由としてあげることが出来るだろう｡

興味深いのは､ド-トソムよりホブド市から遠く､老人パワーのまだまださかんなムンフハ

イルハン･ソムの宴の歌である｡ここでは宴の始めは老人たちがオルテイン･ド-を歌うが若者

たちはそれに唱和せず(できず)､老人たちが追出したあと創作歌謡が歌われるというように､オ

ルテイン･ド-と創作歌謡の凄み分けがなされている｡

このことは歌われる歌の種類の移行が､すべての地域や世代でその速度を同じくして進んだ

のではなかったということを示している｡特に世代間のギャップは生活のほかの面でも垣間見

られるが､この2つの歌のジャンルの対立は水と油のようにまったく異なる帰属意識を反映して

いるように思われる｡

老人たちの中には､モンゴル人民革命をあれはハルハのやったことで自分たちオリアンハイ

とは関係がないと話すものもいる｡また突然やってきたモハル･トルゴイ(弁髪のないハルハ兵

を角のない家畜に例えてこう呼んだ)の記憶も､彼ら自身は体験しなかったにしても､まだ新し

い｡これに対して若い世代は新しい｢モンゴル｣の子として育ってきている｡オリアンハイである

ことより｢モンゴル｣の帰属意識のほうが強い｡牧畜の協同組合化などにより様々な分野の専門

知識が導入され､年長者の知識経験が相対化されたことも世代間ギャップを生んだ理由の一つ

であろう｡ .

3.帰属意識の変化

もう一度歌の歌詞にもどって考えてみると､上のような帰属意識の違いは"Ba皿 qaraaHHyrar

(豊かなる白きふるさと)"､"YJmMX6y珊(至福)-などのアルタイ･オリアンハイのオルテイン･

ド-と創作歌謡の…Mm戚 33Ⅹ(私の母)"に象徴的に表われていると言える.前の二つは年長者

に対して宴の集いの喜びを歌ったアルタイ･オリアンハイの歌である､そこには国家のレベルは

出てこない｡後の歌は､｢年長者たち｣に代表される地域共同体のレベルを飛び越えて､｢母と子の

鮮｣で国家と歌う者とを結びつける全国的に知られた歌である｡

宴で歌われる歌は､参加者に共通の感情を生む｡それは上にあげた歌詞のように､多くの場合

帰属意識に根差し､それを強化する｡歌詞にかかわらず､オリアンハイの歌を宴で歌うとは自分

たちがオリアンハイであることを確認することであるし､創作歌謡を宴で歌うとはモンゴル国

のほかのどこかで同じ歌を歌い同じ感情を共有する人間がいるということを実感することなの

7JL,タン･オリアンノ＼イ J3

である｡

ァ ルタイ･オリアンハイの人々が宴で歌う歌の変化は､ローカルな帰属意識からナショナルな

帰属意識への彼らの意識の転換を示している｡そして､この過程は国民意識の形成という国家的

な上からの要請と､｢宴｣というミクロ射 場｣における感情の共有という彼ら自身の要請とが噛
み合うところで起こったといえるo

4.おわりに

90年からの民主化以降､アルタイ･オリアンハイの｢伝統文化｣の保存と復興を目的とするオリ

ァンハイ連盟(ypHam血 Xon600)という組織がバヤンウルギー･アイマクのウルギー市で結成

され機関紙も発行されたoこれは実際にはカザフ語による教育の強制への反対などバヤンウル

ギーでのカザフ中心の行政に対して政治的な影響力を行使しようとするものであった｡このよ

ぅな性格の組織であったため､カザフ族のカザフスタンへの移住が進みその人口圧力の低下に

比例して政治的圧力も減ると､急速に活動は下火になったo

ァルタイ･オリアンハイの多くの若者の間にも独自の文化を守ろうとする意識はあるが､習得

しやすいしぐさや作法は受け継がれても言語や歌は受け継がれにくく､圧倒的なハルハ化の過

程に同化されてしまうのは時間の問題であろうo

｢モンゴル｣の概念は時代とともに変化してきた｡そもそも現在の"兄CTaR"の分類の例のように

モンゴルの歴史において政治的な単位がエスニックな単位に掛 け る例はいくらでもあるo今

日のアルタイ･オリアンハイで起こっている帰属意識の変化もそのような例のごく新しい今現

在進行中の例といえる｡この変化がどのような内的過程により起こっているか､われわれは｢歌｣
というジャンルを通して知ることができる0

本論では筆者の体験し記述した個別的な出来事をマクロな文脈も含めたさまざまな文脈に植

ぇっけながら解釈していくことによって､ひとびとの感情のレベルからこの過程をとらえてみ

ようと試みた｡

註

･ 筆者のフィールド調査は､ホブド･アイマクのト ト､ムンフハイルハン両ソムにおいて1993年から

1995年までのあいだ断続的に約6ケ月間行われた｡

1)このことは､CM 叫 PHPB'95-pTanA･3H36- 7-pTaJtA･SaAa- Tan(x3Bn叩 )などで指摘されてい

る｡

2)1989年現在｡"NationalEbonomyOftheMPRfor70years/1921-1991P,･uaanbaataI1991による｡

3)HXo叩- mhMeHXXaApxaRCyLBmTaJm ntyymaM･u3HX3P1987･3-pT叫 ･

4)MeH4-pTaJql･･̀恥 HyyP''･Xo叫XOT1976･ll-13-pTaJn･

5)モンゴルの民俗学､口暴文芸研究において､･叫a- aJ""｢伝統的｣という言葉の指す時代は､19世紀末
から20世紀初めである｡
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6)rarl6oJtA,199la.BaAaMXaTaH(x3BJt3JIA).またモンゴル全体について､CaMn叩P叩38,96-pTaJtA･

SaFtam TaH1969,1972.KaTyy1995.

7)CaMq 3叩38,94-pTa叩.

8)raH60叩,19916.

9)CaMq 3叩38,96-pTaJqt.
10)MeH,101-pT叩 ･

11)raH6oJIA199la,6-pTan.BaAaMm aJt(Ⅹ3ZIJT3Jq).

12)raJI6oq199la,5-pTanA･

13)C岨pHOZl,CTP･355･

14)MoHrOJTh川LLBq 3r町阿 川,37-pTaJIA.

15)MeH,45-pTaJZA･

16)SaTCYX,7-pTa叩 ･

17)BHMAy-LIXCOeJBIHTYYX,177-pTanA.

18)MeH,93-pTaq ･

19)Men,177-pT叩.

20)1989年の統計では短大以上の教育を受けている人間は全国の人口の7%に達する｡̀NationalEbonomy

oftheMPRfor70years/1921-.1991P,UB.,p.21.

21)ムンフハイルハン･ソムでは1980年のラジオの普及率は､全世帯の99.4%にまで違していた."Xoq

血 n曲HMe叫 xaHCyh仏tHTaHW Jm".q3HX3P1987,3lPTaJq･

文献

BaaTaP,口.,ILraHTyJIra･1990.AAmaaTLyPuafLXaafLy之CaaWP叫 mnnatiaCyy∂LZA∂･eJm B･

BaAaMaTaB,C.1969.BbpxrHHHa最pbIHA3reCHOOC.SET4Fl.yJIa姐6aaTaP.

- .1972･Bopm -Xam･SET4F7･yJIaBLH6aaTaP･
- .0cBaAeq払IXO6pqaxypm a軸eB.SETIFl.yJtaaE6aaTaP･

- (x3Bふ A)."AnTahypHaJuaA."Mo〃zoAgJWb,～yZCaam肋L3yu ,OGpaabLHyZCaam肋L3ya
yJIaaH6aaTaP･

BaTCyyPb,A.1993･AnTa丘HyPHa氾ah ･r3PJI3Ⅹ3aHYh .(Ⅹ3BJI叩 33rYB)

BaTCYX,3･(3MX3qT3C3H)･1991.CamZaA∂uLufLZaCaTL∂yy肋LuLZLJZNaAmyy83P･yJIaaH6aaTaP･

EHMAy-bLTLCO如bLfLm刀瓜 1986･yJIaaH6aaTap･

raH6oJIA,M･(3氾37T3C3H)･1991a.…ypHm abappIH町yHy叩.''Xo叩XOT･

- ･19916･山ypHaHXah xypHM･''DutitLEaRtiyPZLaTLXaaCOfLufL･Xo叩XOT･

- .1993･YJZa〟X6gRti･ⅩapraJIam CyM. ･

roHrOP,n･XoBAhIHXyPa叫 TYYX.SHT3FIO.yJlaaH6aaTaP.

只aqopx,礼,qooFtOJI,C･1971.Ap∂bLfL∂yyxeZX〟uafiCyy6w zmfiyy∂.yJla弧6aaTap.

KaTyy,S･1995･Mofi20JIXyPuNbLH6aboLAWZm∂yy.Xo叩XOT.

Moti20JlaP∂bLFLyPmZ,Eti∂yy･1984.yJlaaH6aaTaP.
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MofLZOJlbLtLuLLLA∂32∂yyfiyyb･1970･yJIaaR6aaTap･

HacaH6anxEP,q･Ap〟OH20 0̂0CManx VuHyJWa∂3LZA2yyAX6aaca〟LZA60･1691-1911oH･

yJIaaH6aaTaP,1964･22-pTa耶･

oⅦp'A･1993･Mo〟20AbL〃OaPabyy∂bLHmyyn血 moeV･y∬aaH6aaTap･

Ilyqarppx,B･(3MX3Tr3C3H)I1990･Â ma的 puaTLXa血 LZNa〃30XuOAbL叫 - PAu乙 e乃rHB･

ca抑 叩 3耶38,C･1981･MoH20AXyPtLNbLM PyyHauP2uu〃mePeA3yaynaaH6aaTap･
l′ l′

- .1985.MLZAtLutLaP∂bui3aTLyZLAuufLyJla〟-aJLyJlaaH6aaTaP･
l′ l■

cMHpHOB,B･1971･MoH20AbCXLZR〃aPO∂HaR･Wy3blfCa･MocxBa･

Ⅱ知 和 3B,A(3MXm 3C3H)･1991･Bu∂HuabyyALZX∂ypmaabyy･Xo耶 OT･

3H36皿,Ⅹ.1991･Xerx- 血 yna- nan-H3Ⅶ3- acy叩- ･ynaaH6aaTaP･

zhamtsarano,Ts.1979.EEhnographyandGeographyoftheDarkhadandOtherMongoLibnMinorib'es･

hdiana.

張大軍 r新蛮風暴七十年｣中華民国六九年､台北｡

新蛋社曾科学院民族研究所 儒 著)1980 r新濃蘭史｣
吐郷 ｢阿勤泰鳥梁海七旗的分布及其盟旗組創 r衛泣特史論文剣 新乳
濁錫時 ｢新憂苦薩爾麻蒙古族歴史概述｣｢衛泣特史論文集｣新乱

何星亮 1988 ｢阿勤泰鳥梁海社曾歴史述略｣｢中央民族寧院学報J(1988:1)


